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2021年度　愛知県歯科衛生士会研修会　シラバス

生活機能、介護度に関する評価の知識を持とう！

医療保険、介護保険について

小林由紀子

2021/10/24

対象者のADLを把握し、歯科衛生士の専門性を活かした助言や介入をするために、生活機能評価や介護度の基本を習

得する。

また、医療/介護それぞれの保険制度について学習し、歯科衛生士の対応がどのように対価に結びついているかを理解

する。

1)介護保険制度創設の背景および、目的を理解して説明できる。

2)介護認定調査で使用される身体機能や生活機能、認知機能などの評価項目を理解できる。

3)「障害高齢者の日常生活自立度」と「認知症高齢者の日常生活自立度」が理解できる。

4)要支援、要介護度の認定区分の目安を理解できる。

5)算定例をもとに歯科衛生士の介入と対価について理解することができる。
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ミールラウンドでの歯科衛生士の役割

口腔機能の評価と食事観察の方法

渡邉理沙

ミールラウンドによる歯科衛生士の役割を理解し、適当な形態で食事を継続していくためにスクリーニングレベルで

の評価方法を習得する。

1)ミールラウンドの流れを理解し、歯科衛生士の役割を説明できる。

2)食事場面を観察して口腔・嚥下機能や適当な食形態、環境などの評価ができる。

3)評価をもとに適当な食事摂取方法を提案できる。

4)多職種のカンファレンスの場で、食べるための包括的な意見を提案できる。
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